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【農地法第３条】　下限面積要件の廃止について

農業委員会で許可などを行った面積 農業委員会の調査による遊休農地
令和4年度遊休農地状況

迫　町

登米町

東和町

中田町

豊里町

米山町

石越町

南方町

津山町

合　計

迫　町
登米町
東和町
中田町
豊里町
米山町
石越町
南方町
津山町
合　計
件　数

18.8 ha
0.8 ha
1.4 ha
15.6 ha
1.3 ha
28.3 ha
12.1 ha
4.1 ha
0.7 ha
83.1 ha
126件

農地法第３条

0.3 ha
0.0 ha
0.1 ha
0.3 ha
0.0 ha
0.1 ha
0.1 ha
0.1 ha
0.0 ha
1.0 ha
18件

1.5 ha
0.3 ha
1.3 ha
2.7 ha
0.7 ha
1.8 ha
0.7 ha
1.1 ha
0.3 ha
10.4 ha
123件

61.1 ha
11.5 ha
17.0 ha
125.8 ha
38.1 ha
127.4 ha
95.2 ha
51.5 ha
2.9 ha

530.5 ha
871件

40.5 ha
10.4 ha
14.2 ha
107.2 ha
36.1 ha
97.2 ha
82.3 ha
46.2 ha
1.9 ha

436.0 ha
604件

荒廃農地
（再生可能）山林原野化 合　計

20.7 ha

1.2 ha

6.6 ha

5.6 ha

5.6 ha

2.9 ha

3.4 ha

6.0 ha

4.0 ha

56.0 ha

83.2 ha

12.0 ha

42.3 ha

27.5 ha

9.7 ha

29.1 ha

20.7 ha

31.4 ha

32.5 ha

288.4 ha

103.9 ha

13.2 ha

48.9 ha

33.1 ha

15.3 ha

32.0 ha

24.1 ha

37.4 ha

36.5 ha

344.4 ha

耕作目的の売買・
貸借等

農地法第４条
所有者自身によ
る農地転用

農地法第５条
権利移動を伴う
農地転用

農業経営基盤
合計認定農業者等へ

の売買・貸借等

令和4年度　農地許可申請の審議状況 

　令和５年４月１日から「農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年法律第56号）」に
より、農地法の一部が改正され農地取得時における下限面積要件が廃止されました。
　本要件が廃止されることにより、小さな農地を新規で取得することや、空き家などとまとめて売買しよ
うとしている農地の取得も可能となります。
　ただし、下記要件等は今までと変わりません。すべての要件を満たす必要がありますので、ご注意くだ
さい。
▼農地の全てを効率的に利用すること　▼必要な農作業に常時従事すること（原則150日/年）
▼周辺の農地利用に支障がないこと　　　　

詳しくは登米市農業委員会までお問い合わせください。

　農地利用最適化推進研修会が３月２日、
名取市文化会館で開催されました。登米市
からは農業委員・農地利用最適化推進委員
が参加しました。研修では「人・農地プラ
ンから地域計画へ」と題して山形県南陽市
の活動事例が紹介されたほか、農地利用最
適化活動における今後の国の方針や、法改
正のポイントについて講演がありました。
これからの農地・農村をどう守っていくの
か、課題は山積みです。その中で進める地
域での話し合い、計画の策定には農業者の

みならず、地域住民の皆様の協力も不可欠です。研修内容をどう地域に落とし込んでいくのか、委員は
真剣な表情で聞き入っていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当：櫻井利光委員

農地利用最適化推進研修会  ～地域計画の策定にむけて～
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◆◆◆農地の相続等の届出について◆◆◆
相続や法人の合併・分割、時効等により農地法の許可を受けることなく農地の権利を取得した場合は農
業委員会への届出が必要です。登記完了後、登米市農業委員会までお問い合わせください。

農業者年金を受給されている方は、現況届をあなたの住所地
にある総合支所又は農業委員会に、必ず提出してください。

利用状況調査にご協力を！
　毎年、農地の利用状況を確認するとともに、遊
休農地や違反転用の実態を把握し、その防止や解
消につなげることなどを目的に、農地利用状況調
査（農地パトロール）を実施します。
　今年は、８月中旬から９月中旬まで、農地利用
最適化推進委員と農地利用状況調査員が市内の農
地を調査します。
　耕作放棄地や不作付け地などの遊休農地は、病
害虫や有害鳥獣の発生の原因になるなど、周辺地
域の営農をはじめ、生活環境にも悪影響を及ぼす
恐れがあり、これらの解消につながる重要な調査
となります。
　調査の際は農地に立ち入り、状況写真を撮影す
ることもありますので、是非ご理解とご協力を
お願いします。
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(株)石ノ森農場で働いています　～中田町　杉浦　和浩さん～

地域で活躍する農業者　～登米町　高橋　八代枝さん～

　石ノ森農場で施設部門の管理を任されている和浩さ
んは、９年前友人に誘われて就農しました。　
　杉浦家は非農家なので、農業について全くの無知で
した。今は農業を仕事にしたことで、野菜を育てるや
り甲斐や楽しさを感じることができ、とても充実して
いるそうです。
　キュウリ部門を担当していますが、昨年は10ａあ
たり30ｔの収穫量でした。「指導してくれているキュ
ウリの神様が、このハウスはもっと収穫できると言っ
ているので、今年は10ａあたり40ｔを目指して頑張り
ます」と自信に満ちた笑顔で話してくれました。

担当：鈴木泰子委員

　八代枝さんは、高校を卒業後吉本興業で８年間芸人
として活躍し、Ｍ-１グランプリで準決勝まで進出した
という驚きの人でした。
　家に戻ってからは、お父さんの農作業を手伝いなが
ら自分でも野菜作りを始めました。「遠山の里」に出
荷したり、登米町のイベントに出店したりしているそ
うです。「手をかけた分だけ応えがかえってくるので
楽しく達成感がある」と話してくれました。
　これからは「自分が食べたい物、家族が好きな野菜
を中心に栽培していきたい」と目を輝かせていました。
　吉本興業での経験を活かし、祝祭劇場の裏方とし
てお手伝いもしている八代枝さん、笑顔が素敵な明る
い方でした。
　　　　  　　　　　　　　 担当：佐々木まき子委員

すぎうら　　かずひろ
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全国農業新聞は
地域農業者の代
表機関である農
業委員会のネッ
トワークが発行
する週刊の農業
総合専門誌です。

購読しませんか

申し込み・お問い合わせ先
登米市農業委員会事務局  ☎0220-34-2317
FAX番号　0220-34-2801

金曜日発行
（原則月4回）

月700円、年8,400円
（消費税込）
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